
  

 

   

「いただきます！」「ごちそうさまでした！」 

６月、私と教頭で一日ずつ、給食調理場の業務に就きました。事前に本校の栄養士

に相談して必要な準備を整えてもらい、今回実現することができました。 

調理場の一日は、朝のラジオ体操から始まります。その後、栄養士の進行で、本日

の献立をもとに各調理員の作業内容を確認していきます。そして身支度確認、指先か

ら肘までしっかり洗い、いよいよ作業開始です。最初に私が担当したのはバナナの洗

浄。一本一本傷が無いか確認しながら、３つのシンクを使って３回洗います。次にゴ

ボウとジャガイモ、タマネギの皮むき。「校長先生上手！」と調理員に煽てられ、そ

の気になって頑張りましたが、これだけの量の皮むきをするのは生涯初めて、もの凄

く大変でした。（「校長先生、次パンです！」「はい！」「校長先生、返事がいい！」また煽てられて、元気に「はい！！」） 

本日の主食のパンにジャコペーストを塗る作業です。手袋をして適量のジャコペーストをパンにのせ、丁寧に慎重にパンか

らこぼれないように端の方までしっかり塗りますが、これがまた大変。この手間一つが、子どもたちの喫食率に関わるという

ことで、とても神経を使う大変な作業ですが、「子どもたちに残さず食べてほしい」という思いで次から次へと用意されるパ

ンに必死に塗っていきます。 

大体の食材が用意でき（当たり前ですが、ほとんど調理員が仕上げて）、今度は配膳

ワゴンの準備です。ワゴン１台１台を丁寧に手作業で消毒し、出来立ての食材が入った

食缶、食器類のかご、各クラス人数分の牛乳をセットし、各階の配膳室にエレベーター

で運びます。給食の時間は決まっているので、ここまでまさに時間との勝負です。調理

場は毎日この緊張感とともに、ミスのない作業を心掛けているのです。この日は１階の

はまみ学級と１年生、３階の２～４年生の配膳室に行き、給食当番にワゴンを渡しまし

た。「あれ？校長先生だ！」「校長先生頑張って作ったから、残さず食べてね！」「は

い！いただきます！」給食を目の前にした子どもたちは、みんな笑顔一杯です！ 

 ちょっとホッとして調理場も給食を頂いた後、今度は戻ってきたワゴンの片付け開始です。食缶から食器一枚一枚まで丁寧

に手洗いして、その後機械で仕上げの洗浄をします。調理員で手分けをしながら片付け、次の日の食器類のセットを手際よく

作業していきます。最後に今日使用したシンクや機械類等の全てを手洗いで洗浄したところで、「校長先生、作業終了してく

ださい。お疲れ様でした！」。気づくと夕方４時半頃になっていて、私の調理場での一日業務は終了となりました。 

調理場は、体力だけでなく神経も使う作業が多く、改めて本当に大変な業務だ

と感じました。この大変な業務を、毎日限られた人数（毎日３～４人）で違うメ

ニューに対応し（アレルギー対応食も別の工程で作りながら）、間違えることが

ないように細心の注意を払い、給食の時間を確認しながら進めていきます。とに

かく、子どもたちに「美味しく残さず食べてほしい！」という思い一心で。 

 子どもたちは、家庭や学校で用意される食事について、どのように受け止めて

いるでしょうか。毎日決まった時間に、当たり前のように用意される食事。その

食事は、家の人や学校の調理場の人が、どのような思いで、どのように用意して

くれているのか。「いただきます」「ごちそうさま」は、ただのかけ声ではなく、

誰に、何に対しての言葉なのか。実際の業務を通じて感じたことを、子どもたちに伝えていきたいと思います。 

１学期も残りわずかとなりました。給食調理場に感謝しながら、また２学期からの給食を楽しみにしたいと思います！ 

 

※裏面に「５年生八ヶ岳野外体験教室」の様子を記載（教頭執筆）しました。ぜひお読みください。 
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学校保管用非常食の整備（購入）について 

 高浜地区学校運営協議会において、大規模災害時に児童が学校留め置きとなった場合の非常食について情報交換と調

査が進められてきました。現在、高浜中学校では生徒一人につき３食分の非常食と５００ｍLの水３本が保護者負担に

より準備・学校保管されていますが、小学校では市教委から配布された５００ｍLの水１本のみのため、浜見小と高砂

小でも同様に全児童用の非常食セットを購入・学校保管するのが望ましいという方向で議論がまとまりました。 

つきましては、大規模災害時等における児童の安心・安全のため、本校でも非常食セットを準備・学校保管しますの

で、購入（集金）についてご理解ご協力くださいますよう、お願いいたします。詳細については、２学期に改めてお知

らせいたします。 

予定 モ 1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 火 0 5 5 6 6 6 6

2 水 委員会活動④ 1/3 5 5 5 5 6 6

3 木 0 5 5 6 6 6 6

4 金 浜見フェスティバル 1/3 5 5 5 5 5 5

5 土

6 日

7 月 1/3 4 5 5 5 5 5

8 火 0 5 5 6 6 6 6

9 水 学期末事務処理期間（給食後下校） 1/3 4 4 4 4 4 4

10 木 学期末事務処理期間（給食後下校） 0 4 4 4 4 4 4

11 金 2・4年体育委員会企画昼休み@体育館 1/3 5 5 5 5 5 5

12 土

13 日

14 月 ３・５年体育委員会企画昼休み＠体育館 1/3 4 5 5 5 5 5

15 火 水泳学習終了　１・６年体育委員会企画昼休み＠体育館 0 5 5 5 5 5 5

16 水 給食終了　児童代表委員会(昼休み13:05) 1/3 5 5 5 5 5 5

17 木 0 3 3 3 3 3 3

18 金 1学期終業式8:50(11:00下校) 0 3 3 3 3 3 3

備考
下校時刻（月火木金）３校時１１：３０　４校時１３：１５　５校時１４：２５　６校時１５：１５

（水）５校時１４：１０　委員会１５：０５　クラブ１５：２０

行事予定

7月

授業時数

「家庭への知らせ」の様式と渡し方について 

 浜見小学校の「家庭への知らせ」は、学期ごとにＡ４サイズ１枚の表裏に評価を記載し、評価した用紙をＡ３サイズの表紙にはさんでお渡

しします。「家庭から」の欄はないので、そのままご家庭で保管しておいてください。表紙も返却する必要はありません。           

「家庭への知らせ」は、お子様の学校での学習、生活の様子をお伝えするもので、教職員一同、お子様のよさを見つめ、更なる成長を願い作成

しています。お子様のよいところや努力を認め、励ましていただければと思います。 

※連絡帳袋に入らないため、終業式の日にクリアファイルをご用意ください。Ａ４サイズであれば、どのようなものでも結構です。 



 

願いが通じた！晴天の八ヶ岳野外体験教室に行ってきました。 

【6月17日（火）～18日（水）】 

白樺の樹間を吹き抜ける涼やかな風。 

標高を感じさせる、強い日差し。 

溶け残った雪が山のひだを際立たせる、荒々しい山肌の八ヶ岳連峰。 

山裾から果てなく広がる木々の、風にそよぐ緑の葉の濃淡。 

高原に暮らす鳥や虫たちの、人工の音の混じらない大合唱。 

日が暮れた後の星空の明るさ、林の奥の吸い込まれそうな暗闇。 

車窓に広がる草原の中で、静かに草を食む鹿の親子。 

子どもたちは八ヶ岳の豊かな自然を十分に味わいました。 

 梅雨の中休みなのか、数日前から天気の回復とともに急に気温が上がり、朝から30℃に迫る暑さの中、野外活動に合

わせ長袖長ズボンのいでたちで登校した子どもたち。体調をしっかり整え、見事「欠席０」

で出発しました。 

体験教室につくと、すぐに体験活動スタートです。まずは「火起こし体験」。舞切り式で

摩擦熱によって点火します。例年なかなか火がつかず苦労することが多いこの活動、今年

は方々から早々と歓声が！ほとんどのグループが点火に成功しました。すごい！空気が乾

燥していたこともよかったのかも。 

次に「野外炊事」。学校で学習したこと、家庭で教わったことをそ

れぞれ出し合い、「こっちから切ったらいいよ」「その野菜大きくな

い？」などと相談しながら色々な切り方で野菜を切り、火起こし体験

で点火した火を使ってカレーを煮込みました。できたカレーはどのグ

ループも最高の味だったようです。 

19時からは室内での「学年レク」。係の

子どもがゲームを仕切り、一緒に歌ったり遊んだり踊ったりして学年が

一つになりました。「マイムマイム」はみんな汗だくでした。 

その後は再び外に出て「星空観察」。残念ながら雲が出てきてしまい、

満天の星空とまではいきませんでしたが、雲の切れ目から見えた北斗七

星の輝きに思わずため息が漏れていました。（顔は闇に紛れて見えませんでした。） 

一日の全ての活動を終え、夜はほとんどの子どもがすぐに寝付けたようです。ただ、朝早く起きた子がバタバタと動き

出してしまうことがあったようで、この辺りは次年度への課題です。 

2日目は、朝（6:15起床）から身支度を整える、寝具を片づける、荷物を整理するなど、どの子もテキパキとこなし、

朝食の前には全て終えることができました。これは個々の素晴らしい取り組みでした。 

この日のメインは「ウォークラリー」です。子どもたちはグループになり、

体験教室から出て、「高原ロッジ」や別荘地を通ってゴール（美鈴池）を目指

します。途中迷子になりそうなグループもあったようですが、ケガもなく、全

グループ無事に到着しました。 

最後には野辺山駅前でソフトクリームを食べ、予定を 30 分ほど遅れてし

まいましたが、無事学校に戻ってきました。 

５年生は、事前にてるてる坊主をつくり、晴

天を願っていました。それが叶い、この時期にし

ては珍しい晴天と雄大な自然の中で十分に活動

ができました。また、担任の考えた企画にただ楽しませてもらうという受け身ではなく、

子どもたち一人一人が努力し、仲間と協力しながら、「自分で楽しむ」ことができました。

充実した2日間になったと思いました。（教頭 西田） 

ベジタボール・ウィズから望む八ヶ岳連峰 

切り方ひとつとっても意見の相違が！ 

美鈴池からの「逆さ八ヶ岳」 



 

遅刻・欠席の連絡は連絡フォームをお

使いください。上のＱＲコードをご利

用ください！ 

浜見小ゆるキャラ「はまみん」 


